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岡山県農林水産部畜産課

本年度の県畜産行政の柱となる７つの施策

内容と、施策毎の重点事業及び新規事業を紹

介します。

１ 生産振興対策

家畜改良、畜産経営の安定対策、担い手育

成対策をはじめ、公共育成牧場の機能強化や

乳用後継牛の確保対策を行います。また、経

営診断等に基づく農家指導の強化を図りま

す。

○「みんなの牧場へ」ステップアップ事業
ま き ば

県内産の乳用後継牛確保を推進するため、

公共育成牧場の施設改修や草地更新等高位生

産に向けた取組に対する補助を行い、より効

率的な飼育管理が可能な牧場へと機能強化を

図ります。

○第1０回全国和牛能力共進会出品対策

第１０回全国和牛能力共進会が、平成２４

年１０月に長崎県で開催されます。

５年に一度開催され、和牛の種牛能力と産

肉能力を競う全国大会であるので、関係者が

一丸となって優秀な岡山和牛を出品し、岡山

和牛の能力の高さを全国にアピールするよう

出品対策に取り組みます。

２ 飼料自給率向上対策

耕畜連携の強化やコントラクター組織の育

成により、水田を活用した自給飼料の生産拡

大を支援します。さらに、河川敷野草等の未

利用資源の活用や、耕作放棄地を活用した和

牛放牧を推進します。

○飼料生産コントラクター育成強化対策事業

自給飼料の増産による安定的な畜産経営の

確立のためには、耕畜連携の強化による水田

を活用した稲ホールクロップサイレージ（Ｗ

ＣＳ）等の生産拡大が求められています。

このため岡山県では、稲ＷＣＳの収穫調製

や耕作放棄地での飼料生産作業を請け負うコ

ントラクター組織の育成強化を支援し、耕作

放棄地の有効活用と飼料生産基盤の強化に資

することを推進します。

○和牛の放牧を活用した耕作放棄地解消対策

事業

中山間地域における耕作放棄地の再生・利

用を推進するために、耕作放棄地の解消対策

として和牛放牧を推進しようとする地域に対

して、放牧に適した牛の作出、リース制度の

確立等による放牧推進体制の整備を行う取り

組みに対して支援することにより、耕作放棄

地の再生・利活用と中山間地域の活性化に資

するよう推進していきます。

また、和牛放牧の推進により、飼料自給率

の向上や低コスト生産、たい肥を活用した資

源循環型農業の推進を図り、和牛の増頭や新

たな放牧経営の担い手確保に努めていきま

す。

○河川敷を活用！低コスト自給飼料確保対策

事業

河川敷の野草は、古くから家畜飼料として

利用されてきましたが、現在では未利用のま

ま焼却処分されることが多くなっています。

河川敷の畜産的利用と景観保全を進めていく

ため、管理する国交省河川事務所と畜産関係

団体との間でのネットワーク作りを進め、河

川敷野草の有効利用や草地利用に向けた課題

検討を行います。

○水田活用型飼料増産対策

水田等の有効活用により自給飼料基盤に立

脚した足腰の強い畜産経営を育成することが

重要となっています。しかし、耕種農家の担

、 、い手不足等から 稲わら等のすき込みや焼却

耕作放棄地の増加などにより充分に活用され



ていない状況にあります。また、食料自給率

の向上と米の生産数量目標に即した水田営農

のためにも、転作作物としての飼料の生産が

期待されています。このことから耕種農家と

畜産農家の連携によるネットワークの強化に

より、稲わらなど未利用資源の飼料利用や、

水田を活用した稲ＷＣＳ等の生産拡大と利用

推進に努めるとともに、飼料自給率の向上と

資源循環型畜産を推進していきます。

３ 家畜伝染病予防対策

高病原性鳥インフルエンザや口蹄疫の発生

予防対策また続発しているヨーネ病の清浄化

対策を推進します。さらに、農場レベルでの

安全・安心確保対策に向けた取り組みとし

て、動物用医薬品や飼料の適正使用を指導し

ます。

○家畜伝染病予防事業

伝染病の発生予防及びまん延防止のための

検査、消毒、病性鑑定等を法律に基づき実施

し、家畜伝染病の発生及びまん延防止を行っ

ています。

その中でも口蹄疫及び高病原性鳥インフル

エンザに対しては、異常時の早期発見・早期

通報及び飼養衛生管理基準の遵守の徹底等、

監視体制の強化を促すとともに発生に備えた

体制を充実させ、防疫資材の備蓄を県内の５

家保で行います。

４ 消費拡大対策

酪農体験ができる場の提供や生産者との交

流等を通じて、酪農の新たな魅力を創出する

とともに、ＰＲの強化や販売拡大によりジャ

ージー酪農の安定的な発展を図ります。

また 「おかやま和牛肉」の全国ブランド、

としての定着をより推進するとともに、岡山

県産食肉地産地消推進会議を設立し、県内の

生産者と消費者が相互理解を深め、流通関係

者を含む関係者が一丸となって、新鮮でおい

しい県産食肉の消費拡大を推進します。

○ブランド確立輸出促進事業（新規）

岡山県では、肉質や乳質等を重視した高品

質な畜産物が生産されていますが、このよう

な品質の優位性のみでは産地間競争に打ち勝

っていけない状況にあります。そこで 「晴、

れの国おかやま」が本来持つ、伝統、血統、

環境などに基づいた「こだわり」の畜産物と

して「岡山和牛」や「ジャージー乳製品」な

どを国内外に向け広く“発進”し、ブランド

力の強化に努め、県内畜産業の活性化を図る

必要があるため、特別な畜産物の認定制度の

確立による情報発信や東アジアなどへの輸出

に向けた体制整備に取り組み、世界に通じる

岡山ブランドの確立を図っていきます。

５ 環境保全型畜産対策

家畜ふん尿の適正処理に向けた技術指導を

行うことにより、利用性の高い堆肥生産技術

の普及を図ります。

６ 畜産の技術開発

農林水産総合センター畜産研究所におい

、 。て 行政施策と連動した技術開発を進めます

特に、本年度は未利用有機資源の活用技術や

低コストな生産性向上技術の開発を強化しま

す。

７ 県営食肉地方卸売市場の活性化

食肉の安全・安心に対する信頼性の確保に

向けて、ISO9001やHACCPシステムの効率的な

運用を行い、衛生管理の徹底とあわせてより

一層の品質向上に努め、市場の活性化を図り

ます。

本年度の岡山県畜産施策の推進方針、主要

事業は以上のとおりです。

これらの事業をより効果のあるものとし、

施策の円滑な推進のため、引き続き皆様方の

御理解と御協力をよろしくお願いします。


